
 

 第3回東日本大震災復興支援ボランティア 3/27～3/31  

東日本大震災発生から 1 年がたち、現地のニーズも生活再建へシフト

していくなかで、中高生がお手伝いできるボランティアとして、漁村での

ワカメ漁のお手伝いと、仮設住宅への生活物資の支援のプロジェクトを企

画・実施しました。現地での活動に先立ち百合学院高校・仙台育英学園高

校 IAC、神戸女子大学・神戸 RAC、㈱神明（神戸 RC）と連携し「お米

のひと握り運動」を実施。仮設住宅へお渡しするお米のご寄付を募りまし

た。また、米袋には思いを込めたメッセージカードを作成し添付しました。 

参加校：明石西高校 IAC・滝川高校 IAC・滝川第２高校 IAC  

アクター・顧問計31名                  160世帯分（800kg）のお米を用意 
  

           活 動 内 容  

・1～２日目 

   石巻市牡鹿半島小渕地区 ワカメ漁のお手伝い 

   同地区では昨年 5 月の第一回活動の際に、泥かき・漁具回収のボランティアを実施。今回は牡鹿半

島の表浜漁業協同組合と協力し、震災の影響で最盛期ながら人手の足りていないワカメ漁のお手伝い

をさせていただきました。 

・3日目  

  塩竃市庚塚地区仮設住宅 お米の支援活動 

  塩竃市民ボランティアの会と協力し、庚塚（かのえづか）地区の仮設住宅 150 世帯に 1 世帯５kg の

お米をおとどけしました・ 

  多賀城市 仙台育英学園高等学校 IACとの交流会 



 

小渕浜でのワカメ漁のお手伝い                 お米の一握り運動によって309kgのご寄付をいただく 

                       

 

 

 

 

 

 

 

 

塩竃市庚塚・伊保石地区の仮設住宅にお米をお届け  その後いただいたお葉書    仙台育英学園高校 IACとの交流 

 

 

 


